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アバカンサスは初夏の花 
 

庭にアバ

カンサス

が、やっと

花咲きまし

た。 

この花

は、数年前

（記憶では 5

年くらい

前）に、Ｊ

Ａの産直市

場で買求

め、地植え

したもの。

葉は元気に

育つけれ

ど、なかな 

か花が咲かず、「どうしたんだろうか？」と思っ

ていましたが、ことし、やっと花開きました。 
 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 
 

「まだ大丈夫」と

言う前に 
大 隈 昭子 

 

最近、仕事や働き方について相談を受ける中

で、「何となく疲れが取れない」「仕事のこと

が頭から離れない」「以前より気持ちに余裕が

持てない」といった声を耳にすることが増えて 

いるように感じます。 

保育現場で働いた経験や、その後、事業所か 

らの相談に長く関わる中で、保育や福祉の仕事 

に携わる方々が、多くの責任や気遣いを抱えな 

がら懸命に働いている姿を見てきました。 

保育の仕

事は、子ど

もの成長や

笑顔に励ま

される、か

けがえのな

い仕事で

す。 

その一方

で、子ども

の安全や成

長への責 

任、保護者対応、職員同士の連携など、気を配

る場面も多くあります。 

子どもたちのためにと頑張るほど、自分のこ

とを後回しにし、『まだ大丈夫』と無理を重ね

てしまう方も少なくないように思います。 

 話を伺っていると、少し気持ちを整理する中

で、「少し頑張りすぎていたのかもしれません

ね」と、ご自身の状態に気づかれる場面があり

ます。 

 一方で、こうした課題を個人の努力だけに委

ねることには難しさも感じます。 

 相談しやすい雰囲気があるか、安心して声を

上げられる環境があるか――職場のあり方も大

きく関わっているように思うからです。 

 そう考えると、ストレスチェックも単に不調

を見つける制度としてではなく、自分の状態に

気づき、あわせて事業所として働きやすさを見

つめ直すきっかけとして受け止めていくことが

大切なのかもしれません。 

 子どもたちの育ちを支える仕事だからこそ、

その仕事を支える人たちが安心して働き続けら

れる環境について、あらためて考えていきたい

――最近、そんなことを思います。 
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人事労務通信 
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